
【めざす教師像】
○ 児童の声を誠実に受け止める教師
○ 人間性豊かで地域から信頼される教師
○ 使命感をもち常に研修に励む教師

いばらき教育プラン(茨城県総合計画より) 第３期神栖市教育振興基本計画(Ｒ５～)

令和５年度 柳川小学校グランドデザイン
《学校教育目標》

よく学び よく遊び 心豊かで たくましい 児童の育成

《学校経営の重点＝組織目標》

学校の取組と子供の成長が見える自慢の学校 ｰジャンプアップｰ
○ 「主体的・対話的で深い学び」の実現と自ら学び続ける力の育成
○ お互いを尊重し、協力し合って取り組む力の育成
○ 健康な身体とヘルスプロモーション力の育成

【めざす学校像】
○ 一人一人が生き生きと学ぶ学校
○ きれいで安全な学校
○ 地域とともにある学校

【めざす児童像】
ＹＳＧ(やながわスーパーげんきっこ)
○ よく考え進んで学ぶ子
○ 思いやりのある子
○ 丈夫な体で最後までやり抜く子

◎ キャリア教育の充実
・柳川地区が大好きな児童の育成
・SDGsの視点に立った特色ある教育課程の編成
◎ 「特別の教科 道徳」を要とした心の教育の充実
◎ 認め高め合う学校･学級づくり
・共感的な人間関係の構築を図る。
・個性を尊重し、自己肯定感を育む。
◎ 縦割り班活動の推進(ﾊｯﾋﾟｰﾀｲﾑの充実)
・連帯感を高め、思いやりの心を育成する。

◎ 体力つくりの推進(業間運動･ﾊｯﾋﾟｰﾀｲﾑの活用)
・体育の授業改善及び体育的行事の充実
・運動量を確保する時間と場の設定
◎ 自己管理能力の向上(感染症予防･食育の推進)
・第二給食調理場と連携を図った食育の推進
・｢かみかみタイム｣の実践による噛む意識の向上
・安全教育の充実[避難訓練(火災・地震・津波・不審者)、引き渡し訓練の実施]
・養護教諭によるＴＴ授業の充実を図る。

◎ 家庭内ルール策定
・ゲーム･ネット、読書
◎ 地域とともにある学校づくり
・ｺﾐｭﾆﾃｨｰｽｸｰﾙへの移行に向けて
・地域資源、人材の活用を図る。
◎ 地域防災の推進
・ＰＴＡ及び行政区と連携を図った避難訓練の実施
◎ 青少年相談員･ＰＴＡ合同通学路の安全確保

家庭･地域社会 ◎ 波崎三中学区
・家庭学習(自主学習)の習慣化
・黙働による清掃活動
◎ 保幼小連携 就学指導連絡協議会
・保幼小接続カリキュラム
◎ 小中高連携
・「さわやかマナーアップ運動」
・波崎柳川高校との交流活動の推進

異校種間連携 ◎ 神栖市教育委員会
・キャリア教育推進プロジェクト『NEXT10』

(10年間学ぶ意欲を持続させるために)
・カリキュラム･マネジメント
・アクティブティーチャー研修
・神栖市授業スタイル自校化、自分化
◎ 学力向上推進プロジェクト
◎ 各種関連団体との連携

行政･関係機関

【やさしく】

◎ 児童が主体的に学習に取り組み、進んで自分の考えを表現できる授業づくり
・「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実に努める。
・ＩＣＴの日常的かつ効果的な活用 ・教科担任制の実施（高学年）
・学習を振り返り、自己評価により更に学ぶ意欲を高める。
◎ インクルーシブ教育システムの理念を踏まえた特別支援教育の充実
・多様なニーズへの対応と授業のユニバーサルデザイン化
・交流学級との連携強化 ・教育支援の充実と合理的配慮
◎ 家庭学習・読書の習慣化
・個に応じた家庭学習、読書時間の確保
・自ら課題を見つけ、進んで取り組む家庭学習の習慣化を図る。

【神栖市の教育】 自立 連携 創造
｢教え｣から｢学び｣へ ｢管理｣から｢自己決定｣へ

○ 第３期神栖市教育振興計画基本テーマ
｢知性・品性・感性を磨きあげ
あふれる創造性と強い耐性力をもとに

未来に輝く人づくり｣

・自分の考えを進んで表現できた児童 85％
・家庭学習に進んで取り組む児童 90％
・読書年間50冊以上読んだ児童 90％
・学力診断テスト県平均 ＋25

・元気にあいさつができた児童 90％
・ルールや約束が守れた児童 90％
・友達に思いやりをもって接した児童 90％
・いじめの重大事態、不登校 ゼロ

・休み時間は元気に外で遊んでいる児童 90％
・健康や安全に気を付けて生活した児童 95％
・体力テストＡ＋Ｂ 65%以上
・欠席０の日 90日以上
・養護教諭による授業 全学級年２回以上

確かな学力

【かしこく】
豊かな心 丈夫な体

【すこやかに】

◎ 資質・能力の向上
・職員研修の充実を図る。
（①国語 ②ＩＣＴ ③キャリア教育 ④カリマネ）
校内研究テーマ（国語科）
「事実を正確に理解し、伝達する力の育成」

－ 根拠を明確にして書いたり話したりする国語科の学習を通して －

◎ コンプライアンス意識の高揚

◎ ワークライフバランスの実践

教職員

○「主体的・対話的で深い学び」の実現と

自ら学び続ける力の育成
○お互いを尊重し，

協力し合って 取り組む力の育成

○健康な身体と

ヘルスプロモーション力の育成

・ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ、ICTを活用した教員 100％ ・信用失墜行為及び教職員の事故 ゼロ ・勤務時間外在校時間 月45時間以下、年間360時間以下 100％
・研究授業を実施した教員 100％ ・超過勤務削減に努めた教員 100％ ・ｹﾞｰﾑ、ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ等利用時に約束のある家庭 90％ ・「早寝・早起き・朝ご飯」に努めた家庭 90％


